
注意
1. 本製品のパーツリストをもとに部品をご確認してから製品の取付をお願いします。
2. ネジ･ナット部に耐熱グリスを塗布してから、組み付けて下さい。
3. 取付 ・調整が終りましたら、 各部分のボルト ・ ナットの締め忘れが無い様にご注意下さい。
4. 取外した純正部品 ( ボルト等 ) は元に戻す際に必要になりますので、 必ず保管して下さい。
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取り付け時の注意事項について

有限会社エンデュランス 〒350-0822 埼玉県川越市大字山田1726 ＴＥＬ 049-222-7770　ＦＡＸ 049-226-1625

※デザイン及び仕様変更 ・ 価格等は予告なしに変更する場合がございます。

※当社の取り扱い説明書等、十分ご確認の上ご使用下さい。

※当社製品以外の保証は一切お受けできませんので予めご了承下さい。
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２． グラブバーの取扱説明書を確認しながら、
     車両にグラブバーを取り付け、 仮止めした
     ステーの幅等をグラブバーに合わせて調整し、
     バックレストとステーを締め付けます。 （写真①、 ②）

グラブバーはタンデム時に同乗者の負荷を軽減する為のもので
あり、 グラブバーを掴んで、 車両を持ち上げたりなどグラフバー
に過大な負荷がかかる行為はお止め下さい。 またグラブバーは
構造上、車体より外側に出ています。 走行の際には、グラブバー
に人や物が当たらないように十分注意して安全運転を心掛けて
下さい。 塗装仕上げやアルマイト処理が施された製品は、 商品
の裏側やネジ部など複雑な形状をしている部分には、 ムラが
生じることがあります。
このことを理由としてのクレームはお受け出来ませんので予め
ご了承下さい。

●注意事項

●取付ける前に
　　ボディカウルの取外し方やボルト、 ナットの取外し方などに
   ついては、 車両のサービスマニュアルを参考にして下さい。
　 また、 グラブバーの取扱説明書を手元に用意しておき、
   状況に応じて確認して下さい。

EH772-KWN-A1
EH772-K04-A1

写真②

写真①

３． グラブバーの取扱説明書を確認しながら、 調整した
　 　ステー部とグラブバーを共締めし、 完成です。 （写真③）

１． ステーの穴を写真①のように、 バックレストに
      付属のボルトで仮止めします。  （写真①）

ボルトで仮止めし、 幅調整後に
締め付ける。

穴位置を合わせる

≪ＰＣＸ≫≪ＦＯＲＺＡ　Ｓｉ≫
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